
ふと自分の人生に「手に職」が欲しくなる企画

手にショックを！



日常で、手に職を意識する機会がないこと

この課題の問題は

せわしない現代では、


自分のスキルを振り返ることが少ない。



でも、

と言われれば

たしかに。


ヤバいな。

となる。

これからの時代での生き方や


キャリアを考える上で、


スキルが必要じゃない？



そこで、

手に職がないことをドキッとさせたい。



手にショックを！



手を入れると... なにかが起こる！

真実の口の中は、小さなショックを与える装置になっている。

新宿駅に突如、８つの真実の口が出現！

手を入れて


みてね ドキッ



ショックとは？

① 筆で触られる


② 軽く挟まれる


③ 水が１滴落ちてくる

右の壁

① 振動する


② 風が吹く


③ 入れた手の写真が出てくる

左の壁

両側とも、最後の一つの口からは、


手に職を想起させる紙が落ちてくる。

例



新宿駅の地下通路にいきなり現れた


ローマな世界観と8つの真実の口。


これにより、日常に違和感を感じさせます。

また、手を通して物理的にドキッとさせ、


スキルを振り返るきっかけを生み出します。


